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研究成果の概要（和文）：Porphyromonas gingivalisの血球凝集素HagBが糖修飾を受け、バイオフィルム形成に関与す
ることを明らかにした。また、P. gingivalis培養上清から外膜ヴェシクルを精製し、これを解析したところ、その構
成要素には、Rgp、Kgp等の病原因子のほか、メジャー線毛、およびマイナー線毛の構成タンパクFimA、MfaIが豊富に含
まれていた。外膜ヴェシクルは口腔上皮細胞に対しRgpに依存した強力な脱離活性を示した。以上より、P. gingivalis
のHagBを介したバイオフィルム形成や、外膜ヴェシクルを介した組織傷害が、歯周病の病態形成に関与する可能性が示
唆された。

研究成果の概要（英文）：In the present study, Porphyromonas gingivalis hemagglutinin HagB was found to be 
glycosylated and involved in biofilm formation of this microorganism. We also found that outer membrane ve
sicles (OMVs) isolated from the culture supernatant of P. gingivalis contained not only several virulence 
factors such as gingipains including Rgp and Kgp, but also the major and minor fimbrial proteins such as F
imA and MfaI. We further demonstrated that the OMVs caused detachment of oral epithelial cells from the ce
ll culture plate, which is gingipain-dependent. Taken together, we suggest a possible role of HagB and OMV
s in biofilm formation and destruction of periodontal tissue, respectively, during development of periodon
tal diseases.
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１．研究開始当初の背景
 歯周病は高い罹患率を示す生活習慣病の
一つであり、成人の歯牙喪失の最大の原因と
なっている。近年は、歯周病が口腔のみなら
ず、心循環器系疾患、糖尿病、肺炎等の全身
疾患の危険因子となることが報告されてい
る。高齢社会を迎えた我が国の現状を鑑みる
に、歯と口腔の健康を長く維持していくこと
の重要性は増している．このような背景のも
と、歯周病は、その病因解明と新たな予防・
治療法の確立が望まれる重要疾患の一つと
なっている．
 Porphyromonas gingivalis
偏性嫌気性細菌に分類される主要な歯周病
原細菌である。歯周病は、歯周病原細菌によ
る歯肉縁下部でのバイオフィルム形成とこ
れに引き続く慢性炎症によって成立する．
のバイオフィルム形成
ような因子が関与するのかということにつ
いては、
などの関与が考えられている．しかしながら、
P. gingivalis
の発症や進展
ては未知な部分が多い。
 
２．研究の目的
 歯周病原細菌
バイオフィルム形成という観点から、その病
原因子を決定すること
の発症・進展
 
３．研
(1)使用した菌株、変異株の作成
P. gingivalis
各種変異株を作成し、実験に用いた。また、
大腸菌
LPS 変異株シリーズを作成し
種遺伝子
Molecular Cloning
& Russell
 
(2)バイオフィルムアッセイ
ポリエチレン製
レートに形成されたバイオフィルムを定量
した。
イオフィルムの形態を観察した。
 
(3)外膜ヴェシクル
P. gingivalis
外膜画分が精製された。また培養
μmPVDF
沈渣として得られたものを外膜ヴェシクル
とした。
鏡により確認された。
 
(4)SDS
サンプルは
ットやタンパクバンドの切り出しが行われ
た。タンパクのトリプシン消化後、
解析とペプチドマスフィンガープリンティ
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